
令和 4 年度 硬式テニス部 

～仲間の 1 勝はみんなの 1 勝～ 

 

 
 《年間結果報告》 

男子 

高校総体  男子団体 ベスト８入賞 

高校選手権 個人戦 柏木(２年) ベスト１６ 

女子 

高校総体  女子団体 準優勝 東海大会出場 

高校選手権 女子団体 ６位入賞 

新人戦   女子団体 ５位入賞  



【部員】 

男子 

        ３年：７名 ２年：７名 １年：６名 

 女子 

        ３年：６名 マネ：１名  ２年：８名  １年：６名 マネ１名 

 

～活動実績～ 

◎ 高校総体 

《 女子 》団体準優勝（東海大会出場） 
優秀選手賞  山本真穂 ・ 山本夏凜/浜﨑光梨 組 

《 男子 》8 位入賞 
   敢闘選手賞  畑 雅斗/中西優陽 組  

 

  ～大会の様子～ 
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◎ 高校総体（東海大会） 

《 女子 》 1 回戦 対 名経大市邨高校 敗退 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【高校総体を振り返って】 

 シード権がない状態からのスタート。東海大会出場を目標とし、長い冬を乗り越えた。渡部先生、古川先生、新

入生男女で１３人が加入し、活気のあるコートで春を迎えた。 

畑雅人率いる男子山商は、持ち前の明るさと勢いでベスト 4 を目指す。この１１６期生の世代は３年間コロナに

邪魔をされ、伝統として繋いできた経験が無くなってしまった。だからこそ、「チーム一丸」という山商らしい戦い

方が今こそ発揮される時だった。 

春のインターハイ予選１回戦目。畑雅人・中西優陽のダブルスで幕を開けた。他のどのコートよりも大きい声を

出し、順調なスタートだった。続いて細川出穂、柏木慈恵とシングルスへ入り、試合が進んで行く。途中、相手に

流れが持っていかれそうな時も、応援と他のコートから聞こえる仲間の「カモン」という声で集中力を発揮し勝利

を収めた。その勢いで２回戦も勝利。ベスト４をかけた３回戦が始まった。相手は山商よりも格上の桑名西。しか

し、誰一人として不安な顔をするメンバーはいなかった。応援席、ベンチ、選手、一丸となって桑名西にくらいつ

くも惜敗。順位決定戦では、細川出穂が足を引きずりながらボールを追い、チームに活気を起こす姿が見られた。

こうして男子の結果は県８位となった。それでも全員が主役となる３日間だった。メンバー入りを果たすことがで

きた３年生の畑雅人・中西優陽・細川出穂・新井佑音がこの大会で輝くことができたのも、全員の応援、そして誰

よりもチームをサポートしてきた林陸斗・西琉雅のおかげだとみんなが分かっている。後輩の指導、コートの整備、

練習の盛り上げ、すべて率先してチーム山商を作り上げた２人には、３年生一同感謝の気持ちでいっぱいだ。こう

して３年男子は引退を迎えた。 

山本真穂率いる女子山商は前回の大会でまさかの初戦敗退。シード権を落としてのスタートとなる。長い冬をも

う一度輝くために練習に打ち込み、いよいよ東海大会出場を目標に掲げた県高校総体の初戦を迎えた。 

1 回戦目。前回のこともあり、チームに緊張が走る。しかし、山本夏凜・浜﨑光梨の活気のあるダブルスが緊張

をほぐし、飯尾百香・山本真穂のシングルスも安定したプレイを見せ勝利を収めた。2 回戦目。手強い相手だった。

炎天下の下、選手たちは長いラリーで必死に球をつなぐ。凄まじい集中力を見せた山本真穂の活躍により、勝利を

掴んだ。しかし、この時点で選手の体力とメンタルは擦り減っていた。厳しい戦いになるとは分かっていたものの、

いざそれを前にするとどうしても足がすくむ。そこで顧問からの呼び出し。「やるしかない。やり切るぞ。」そう言

われ再びメンバーは気持ちを取り戻し 3 回戦へ挑んだ。 

誰一人として負けてはならない試合。熱中症寸前の長いラリー。応援席でも選手と同じ緊張感を感じられた。試

合中、涙を流す選手、ベンチでメンバーとコミュニケーションをとって心を落ち着かせる選手、全員が手を握って

祈る応援席。沢山の感動が詰まった 3 回戦。勝利を収めたのは山商だった。 

４回戦目、ダブルス・シングルスとどれも厳しい戦いだった。両者一歩も譲ることなく２時間以上が経過した。

そこで飯尾百香が踏ん張りを見せ、タイブレークという僅差で勝利。決勝戦へと勝ち進むことができた。 

東海出場をかけた順位決定戦。相手は津田学園だった。そんな中、チームのエース飯尾百香が足を負傷。急遽ダ

ブルスへとエントリーし、一気に緊張感が増した。山商全員が見守る中試合が開始する。三つのコート、全てから

山商の「カモン」という声が聞こえた。飯尾百香・山本夏凜のダブルスが勝利し、残すところあと 1 つ。玉木菜桜・

山本真穂どちらかのシングルスで勝てば東海決定だ。一歩も譲らない、少しでも長く繋げる、そんな思いで繰り広

げられた試合。山本真穂が長いラリーを制し、山商が勝利を掴んだ。応援席が立ち上がり、歓声が巻き起こる。山

商テニス部として、絶対に忘れられない三日間となった。マネージャーとして練習中も気を配り、チームを支えて

くれた阿部真衣佳、そして誰よりも努力してテニスに打ち込んだ野瀬花。この 2 人も三日間の主役だったと言える

だろう。部活最後の大会、こうして女子１１６期生は東海出場の夢を叶えることができた。 

このような充実した３年間を送ることができたのも、多くの人の助けがあったからだ。何度も練習に駆けつけて

くれた先輩方、コーチの皆さん、そして保護者の方。沢山の思いやりがあってこの「チーム山商」はできている。

その思いやりを忘れることなく、チーム山商はこれからも練習に励んでいく。 

                                                           

文章 3 年女子 

 



 

◎ 高校選手権 

《 女子 》 女子団体 6 位入賞 

《 男子 》 

男子シングルス ベスト１６  柏木慈恵  

 

◎ 新人戦 

《 女子 》 女子団体５位入賞 

県大会シングルス５名進出  ダブルス３組進出    

《 男子 》 

県大会シングルス３名進出  ダブルス３組進出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

◎ ダンロップ冬季チャレンジ大会 

《 女子 》  堀口桃子 県ベスト８ 

 

○ その他 

【合宿】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【体育祭】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域の子どもたちとの交流会】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【あれこれ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【３年生を送る会】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなの入学後部結成をしたのは 6 月でした。その後、何度も何度も部活動が学校生活が休止に追い込まれ

たね。その分、本当に短く濃い 3 年間でした。個性豊かな男子、女子も阿部ちゃんがマネージャーとして入部す

るまではばらばらな状況。そんなみんなの 3 年間がこんなに有終の美で終わることができたのも、みんなが日々

小さな、時には大きなハードルをぶつかり合いながら、悩みながら、協力しながら乗り越えてきたからだと思う。 

 本当に、そのバラバラなみんながそれぞれの弱さを補い合い、長所を生かしあった毎日でした。誰一人でもかけ

ていたらこんな最高の思い出は残せなかったでしょうね。難しいパズルでした。そのみんなのパズルを組み立て

ていた私は最高の 3 年間、無茶苦茶疲れた 3 年間を過ごさせてもらいました。30 年以上続けているテニス部顧問

生活の中でも、記録と記憶に残る学年となりました。 

君たちが引退してぽっかり穴が開いてしまった新チームも、ようやく春を迎えるころからチーム一丸まとまり

始めてきました。3 年生に憧れ追いかけてきた後輩たちも、彼ら、彼女たちの目標を定め日々ボールを追いかけ

ています。次の高校総体は声を出しての応援が解禁されます。三年生から引き継いだ熱い思いを次の団体戦では、

大きな声にのせ爆発させてくれると確信しています。 

  コロナ禍で活動が制限されるなか、山商テニス部の活動を支えてくださった OB、コーチ、保護者の方々に心か

ら感謝いたします。皆さんのおかげで、最高の笑顔で 3 年生は山商を巣立っていきました。ありがとうございま

した。 

                                          

                                             吉田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

         ～中学生の皆さんへ～ 
                         

 

               

仲間の１勝はみんなの１勝 

 

個人競技に思われるテニスですが、一人一人がバラバラでは、個人の勝利も団体戦の勝利も勝ち取ることができ

ません。部員みんなに対する思いやり、支えてくださる家族に対する感謝の気持ちをテニスを通じ育ててほしいと

思います。 

嫌々テニスを練習していても上達しません。テニスコートに行くことが楽しみで、みんなと練習している時間が、

毎日の中で一番充実した時間になるよう顧問・先輩たちは頑張っていきます。 

山商テニス部で一緒に青春しましょう！ 

 

（設備） 

山商のテニスコートはなんと６面もあります。ですから、入部当初からボールを使っての練習に参加できます。

県下でも珍しいハードコートが２面、クレーコートが４面あります。さらには、全コート照明も完備されています。

日照時間が短くなる秋、冬にかけてもテニスコートを使って練習ができます。 

 

（活動内容） 

  練習時間 平日 １５：５０～１８：３０ 

       休日  ８：３０～１２：３０ 

※ 休日には練習試合・大会が入ることが多いです。 

※ 週に１度は休息日を設けてあります。 


